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釜
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昔を偲{ませ~大寺鴫域諒

南
須
釜
の
象
徴
と
し
て
多
く
の
人
々

か
ら
親
し
ま
れ
て
い
る
1

大
寺
鳴
域
に

つ
い
て
由
来
を
た
づ
ね
て
み
る
に
、
こ

の
城
ほ
承
保
元
年
三

(
U
七
回
〉
か
ら

天
正
千
七
年

2
一
五
八
九
〉
ま
で
の
九

五
一
五
年
間
に
わ
た
っ
て
栄
え
た
名
城

で
あ
っ
た
。

石
川
三
芦
城
主
源
太
有
光
が
長
子
藤

田
太
郎
光
祐
が
築
城
し
、
初
代
城
主
に

な
っ
た
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
光
祐
は
有

光
の
長
男
と
し
て
誕
生
し
た
が
、
妾
腹

な
る
が
故
を
も
っ
て
本
家
を
継
が
ず
に

中
野
藤
田
城
に
居
住
し
た
が
、
後
、
川

辺
雲
霧
城
主
と
な
り
、
さ
ら
に
、
現
在

所
の
南
須
釜
館
坂
に
移
り
来
て
南
須
釜

な
ど
十
一
ケ
村
を
支
配
し
た
人
物
で
、

石
川
氏
一
族
の
な
か
で
最
も
強
大
な
勢

力
を
有
し
て
い
た
。

そ
の
当
時
こ
の
域
の
名
は
地
名
鴫
山

の
名
を
と
り
、
藤
田
城
と
称
し
一
の
丸

こ
ノ
丸
、
三
ノ
丸
に
近
侍
二
四
名
を
配

し
、
ま
た
、
千
五
淳
、
仁
戸
内
な
ど
の

要
所
/
¥
に
は
館
を
築
き
、
一
武
将
を
お

い
て
防
備
を
き
び
し
く
固
め
て
い
た
。

こ
の
域
が
築
か
れ
た
事
に
よ
っ
て
ペ

こ
れ
ま
で
山
深
い
未
開
の
地
だ
っ
た
、

こ
の
あ
た
り
一
帯
は
、
城
下
町
と
し
て

発
展

C
・て
道
場
町
を
始
め
十
四
の
小
町

と
ニ
ケ
所
の
関
所
が
設
け
ら
れ
、
次
第

に
大
き
な
集
落
と
な
り
に
さ
sわ
う
よ
う

に
な
勺
た
。

文
安
三
年
金
〈
一
四
回
六
〉
第
十
一
十
三
代

城
主
光
義
は
域
の
名
を
大
寺
城
主
改
称

A 

し
、
中
野
か
ら
東
箱
寝
中
-
、
十
二
神
将

像
な
ど
、
域
の
南
一の
最
殿
山
に
移
し
信

仰
を
一
段
と
深
め
た
。

大
寺
家
は
そ
の
後
も
代
々
と
の
誠
で

繁
栄
を
き
わ
め
た
が
、
第
十
九
代
城
主

清
光
の
時
代
に
な
っ
て
本
家
で
あ
る
、

石
川
三
芦
城
主
昭
光
の
間
で
中
野
、
塩

津
の
領
地
を
め
ぐ
り
争
い
が
お
き
、
母

畑
湯
郷
渡
に
お
い
て
戦
い
と
な
っ
た
。

大
寺
勢
は
、
こ
の
戦
い
で
大
敗
を
き

っ
し
所
領
の
中
野
、
塩
津
、
山
小
屋
の

村
々
を
石
川
家
に
割
壌
の
止
む
な
き
に

至
っ
て
以
来
、
大
寺
家
の
勢
力
は
大
い

に
-
震
え
た
。

翌
、
天
正
十
七
年
(
一
五
八
九
〉
に

な
っ
て
、
伊
達
政
宗
に
よ
る
須
賀
川
二

階
堂
攻
略
が
行
な
わ
れ
た
、
大
寺
清
光

は
そ
れ
ま
で
の
よ
し
み
で
、
岩
城
、
常

陸
等
と
共
に
二
階
堂
家
の
擁
護
に
立
ち

上
り
、
援
軍
を
送
り
戦
か
っ
た
が
、
悉

く
敗
れ
須
賀
川
城
落
城
間
も
な
く
、
大

寺
域
も
伊
達
勢
の
た
め
没
収
さ
れ
た
。

そ
の
た
め
城
主
清
光
は
妻
の
呈
で
あ

る
、
岩
城
の
小
川
に
縁
故
を
求
め
退
去

し
、
晩
年
こ
の
地
に
於
て
病
没
し
た
。

一

ま
た
、
大
寺
城
の
臣
た
ち
も
散
々
と

な
り
、
名
家
、
名
城
も
白つ
い
に
没
落
し

廃
嘘
と
化
心
た
。

現
在
、
城
跡
に
は
愛
宕
神
社
が
建
っ

て
あ
り
、
春
の
桜
花
や
、
秋
の
紅
葉
が

城
跡
の
見
事
な
景
観
に
、
尚
一
一
層
の
風

情
を
副
え
て
い
る
。
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タ
事
故
を
起
下
」
し
て
か
ら
で
は
遅
す
ぎ
ま
す
ψ

女
性
に
も
手
軽
に
の
れ
る
こ
と
な
ど

か
ら
、
モ
ー
タ
ー
バ
イ
ク
の
利
用
者
が

急
増
し
て
い
ま
す
。

・
軽
二
輪
車
ハ
総
排
気
量
二
二
ハ

c
c

i
二
五

0
c
c〉
と
原
動
機
付
き
自
転

車
第
二
種
ハ
総
排
気
量
五
一

c
c
i
一

二
五
C
C
〉
に
加
え
、
最
近
、
と
く
に

増
え
て
き
て
い
る
の
が
、
五
0
C
C
グ

ラ
ス
の
原
動
機
付
き
自
転
車
第
一
種
で

す。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
モ
ー
タ
ー

バ

イ

ク

せ

る

よ

ク
に
よ

二
百
人

が
バ
イ
ク
に
は
ね
ら
れ
て
生
命
を
落
と

し
、
一
万
五
千
人
以
上
の
人
が
ケ
ガ
を

し
て
い
る
の
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
モ
ー
タ

i
パ
イ
ク
は
、

誌
律
で
自
動
車
損
害
賠
償
責
任
保
険
共

済
へ
の
加
入
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
未
加
入
の
パ
イ
グ
も
多
く
、
事

故
を
起
こ
し
て
も
賠
償
金
を
払
え
な
い

な
ど
の
問
題
が
起
き
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
加
入
者
で
あ
る
当
人
が
自
殺
し

商業統計調査

6月1日現在で実施

通
産
省
は
、
「
昭
和
五
十
四
年
商
業

統
計
調
査
」
を
、
六
月
一
日
現
在
で
全

国
い
っ
せ
い
に
実
施
し
ま
す
。

こ
の
調
査
は
か
商
業
の
国
勢
調
査
H

と
い
わ
れ
る
も
の
で
、
わ
が
国
の
商
庖

の
分
布
状
況
や
販
売
活
動
の
実
態
お
よ

び
商
品
の
全
国
的
な
流
通
状
況
な
ど
を

明
ら
か
に
す
る
た
め
、
全
国
の
卸
売

た
り
、
家
族
ぐ
る
み
の
返
済
に
追
わ
れ

て
家
庭
が
崩
壊
す
る
な
ど
の
悲
劇
を
生

ん
で
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
悲
劇
を
な
く
す
た
め
、

バ
イ
ク
を
お
持
ち
の
方
は
、
い
ま
一
度

「
保
険
契
約
証
」
の
期
間
を
お
確
か
め

く
だ
さ
い
。
新
車
購
入
の
と
き
、
一

J

三
年
の
保
険
に
入
っ
て
い
て
も
、
期
間

が
過
ぎ
て
、
契
約
切
れ
の
ま
ま
走
っ
て

い
る
場
合
が
多
い
の
で
す
。

人
身
事
故
を
起
こ
し
、
何
千
万
円
も

の
賠
償
金
を
請
求
さ
れ
て
か
ら
で
は
遅

す
ぎ
ま
す
。

ま
た
、
無
保
険
、
無
共
済
で
走
る

と
、
六
ヶ
月
以
下
の
懲
役
ま
た
は
五
万

円
以
下
の
罰
金
で
、
さ
ら
に
違
反
点
数

六
点
と
な
り
、
免
許
停
止
処
分
を
受
け

ま
す
。加
入
ー
手
続
き
は
、
最
寄
り
の
損
害
保

業
、
小
売
業
お
よ
び
飲
食
庖
を
営
ん
で

い
る
す
べ
て
の
商
品
を
対
象
に
行
い
ま

す。
一
一
一
年
ご
と
に
調
査
を
行
な
い
、
今
回

は
十
四
回
目
。

こ
の
調
査
の
結
果
は
、
国
や
都
道
府

県
、
市
町
村
で
の
商
業
、
企
業
の
育

成
、
流
通
機
構
の
近
代
化
な
ど
を
進
め

る
う
え
で
の
重
要
な
基
礎
資
料
と
し
て

利
用
さ
れ
る
ほ
か
、
各
高
屈
な
ど
で
の

経
営
指
針
と
し
て
役
立
っ
て
い
ま
す
。

調
査
は
、
都
道
府
県
知
事
か
ら
任
命

さ
れ
た
商
業
調
査
員
、
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

高
広
を
直
接
訪
問
し
、
調
査
票
に
記
入

し
て
い
た
だ
い
て
回
収
す
る
と
い
う
方

法
で
行
い
ま
す
。

調
査
票
は
統
計
法
に
よ
り
厳
重
に
秘

密
が
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
正
確
な
申
告

に
ご
協
力
下
さ
い
。

験
会
社
、
代
理
人
公
イ
グ
底
、
自
転

車
活
な
ど
〉
や
農
協
で
ど
う
ぞ
。
保
険

料
(
共
済
掛
け
金
〉
は
、
一
ニ
年
も
の
で

七
千
九
百
円
で
す
。

一一一こうなってからではおそすぎます一一一一
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健
康
優
良
党
表
彰
さ
れ
る

昭和53年度

昭
和
五
十
三
年
度
の
健
康
優
長
田
ん
に
対
し
て
、
去
る
四
月

二
十
五
日
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
表
彰
式
が
行
な
わ

れ
ま
し
た
。

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
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母
の
名

勝之夫

豊

子

セ
ツ
子

久

代

喜
和
子

サ
チ
子

さ
く
子

秀

子

ミ
ツ
子

千
代
美

初

枝
ヨ
シ
ヱ

洋

子
悦

子

千
代
子

栄

子
恵

子

カ
ツ
ヨ

操ト
ヨ
子

道

子

道

子

美

幸
フ
ク
子

純

子
夕
起
子

続長長長長長長三長長長三長長長ニ三長長二長長長長長長
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" 
所

静

健
康
擾
良
児
の
表
彰
式

昭
和
五
十
一
一
一
年
度
末

教

口
県
人
事
異
動

⑥
転
入
者

玉
川
一
小

教
諭
生
田
目
善
司
〈
南
山
形
小
〉

H

リ
今
井
恵
光
〈
石
川
小
)

H

リ
須
田
良
知
(
須
三
小
〉

H

リ
山
寺
精
吉
〈
裏
磐
梯
小
ν

η

長
谷
川
博
子
〈
新
採
用
〉

別

辺

小

教

諭

南

条

η

川
西

f町、

)
は
旧
任

質
(
石
川
小
〉

恭
子
〈
中
谷
ニ
小
〉

広
子
〈
新
採
用
)

明
子

(

η

〉

崎

主
事
忠
一

須

釜

小

教

諭

仲

田

泉

中教

諭

深

谷

〈

石

川

中

〉

η

富
、
氷
米
蔵
(
浅
川
中
〉

甲
賀
京
子
ハ
蓬
田
中
〉

芳
賀
恵
美
子
(
見
泊
中
)

泉
ハ
竹
貫
田
口
小
〉

" " 

長
谷
部
綾
子
(
新
採
用
〉

η

矢
沢
良
伸
〈
須
釜
中
)

⑧
転
出
者

(
玉
川
一
小
〉

県
中
教
育
事
務
所

長

、

活

小

教

諭

石
川
養
護
学
校

η

(
川
辺
小
〉

浅
川
小

〈
須
釜
小
〉

庭
壕
小

ハ
泉
中
〉

11 

宇永 )!l
陀塚音

教
諭

111 
井

明広正
美吉平

郡
山
三
中

石
川
中

安
積
中

二
本
松
高
小

(
須
釜
中
〉

小
野
中

⑧
退
職
者

玉
一
小

川
辺
小

須
釜
中

"教
諭

吉

成

正

次

白

芯

桂

子

岡

崎

キ

ヨ

小

池

移

大
川
原
揚
子

教
諭

ヲi
地

" 11 11 教
諭

松
村

正
勝

武
義

助
教
諭
教
諭
講
師

柄

沢

節

子

川
崎
美
智
子

関

根

繁

郁
代

福
島
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、

家
庭
で
手
軽
る
に
消
費
生
活
の
勉
強
が

で
き
、
正
し
い
知
識
を
身
に
つ
け
H
H

か

し
こ
い
消
費
者
U

に
な
る
た
め
次
に
よ

り
受
講
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

受
講
希
望
者
は
早
め
に
役
場
企
画
課

に
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

-
募
集
人
員

・

受

講

料

.
学
習
方
法

-
学
習
期
間

-
募
集
期
間

-
申
し
込
み

-
受
講
資
格

十
五
名
ハ
先
説
得
瞭
〉

無

料

定
期
的
に
テ
キ
ス
ト
や

資
料
を
配
布
し
ま
す

昭
和
五
十
四
年
七
月
J

昭
和
五
十
五
年
一
一
一
月

昭
和
五
十
四
年
五
月
一

E
J
五
月
三
十
一
日

「
ハ
ガ
キ
」
に
住
所
、

氏
名
、
年
令
、
所
属
グ

ル
ー
プ
等
を
司
記
入
し
、

役
場
企
画
課
へ
お
中
し

込
み
下
さ
い
。

過
去
に
一
度
も
通
告
講

盛
を
受
講
し
て
い
な
い

十
八
才
以
上
の
方

-
テ
キ
ス
ト
恥
1
、
消
費
者
ハ

γ
ド
プ
ッ

ク

恥

2
表
示
の
見
方

弘

3
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

食
生
活

ぬ
4
食
品
添
加
物
の
知
識

ぬ
5
繊
維
製
品
の
選
び
方

扱
い
方

恥

6
家
庭
用
燃
料
の
知
識

ぬ
7
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品

の
知
識

恥

8
電
気
製
品
の
知
識

ぬ
9
く
す
り
と
化
粧
品
の

知
識

札
品
目
消
費
者
を
守
る
法
律

マ
く
わ
し
い
こ
と
は
、
役
場
な
ら
び
に

行
政
事
務
所
ま
た
は
県
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
へ
お
問
合
せ
下
さ
い
。



広報 4 

年:系
金遂
事~~jl\~:~;~
醸I~:tr~~
を
大:言
明

QV 

あ
な
た
は
、
年
金
手
帳
(
ま
た
は
国

民
年
金
手
繰
)
を
お
持
ち
で
す
ね
。

こ
の
手
帳
は
、
あ
な
た
の
被
保
験
者

番
号
、
住
所
、
氏
名
、
保
険
料
の
納
付

記
録
な
ど
を
記
入
し
た
、
あ
な
た
の
年

金
戸
籍
簿
と
も
い
え
る
大
切
な
も
の
で

す
。
年
金
を
受
け
る
と
き
に
、
い
ざ
こ

ざ
が
お
こ
っ
た
場
合
、
あ
な
た
の
立
場

を
守
る
立
派
な
証
明
と
な
る
も
の
で
す

か
ら
、
く
れ
ぐ
れ
も
大
事
に
保
管
し
て

く
だ
さ
い
。

も
し
、
紛
失
し
た
り
、
破
損
し
た

り
、
ひ
ど
く
よ
ご
し
た
り
し
た
と
き

は
、
す
ぐ
に
再
交
付
の
手
続
き
し
て
く

だ
さ
い
。

五
月
は
現
況
届
を

今
月
は
、
国
民
年
金
の
障
害
年
金
、

母
子
年
金
、
準
母
子
年
金
、
遺
児
年

金
、
寡
婦
年
金
を
受
け
て
い
る
方
が

「
現
況
届
」
を
提
出
す
る
月
で
す
。
こ

の
用
紙
は
、
す
で
に
社
会
保
険
事
務
所

よ
り
送
付
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

「
現
況
届
」
は
、
毎
年
五
月
に
、
あ

な
た
や
家
族
の
状
態
な
ど
に
変
化
が
な

い
か
を
確
認
し
、
引
き
続
き
年
金
が
受

け
ら
れ
る
か
ど
う
か
を
調
べ
る
大
切
な

も
の
で
す
。

も
し
、
提
出
し
な
か
っ
た
り
、
遅
れ

た
り
し
ま
す
と
、
年
金
の
支
給
を
止
め

ら
れ
た
り
、
遅
ち
さ
れ
た
り
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
か
ら
、
必
ず
期
日
ま
で
に

正
し
く
ご
記
入
の
う
え
、
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

(

山

四
月
十
六
日
か
ら
窓
口
営
業
時
内

川
間
を
つ
ぎ
の
と
お
り
変
更
さ
せ
て

J

J

い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ

ω

~
し
ま
す
。

h

〉

平

日

午

前

九

時

か

ら

午

後

四

川

〉

時

ま

で

へ
土
曜
日
午
前
九
時
か
ら
正
午
ま
川

町

で

刊

…
な
お
電
話
に
よ
る
受
付
け
は
従

M

M

来
.
と
う
り
で
す
。

い

平

日

午

前

八

時

三

十

分

か

ら

へ

午

後

五

時

ま

で

九

~
土
曜
日
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
ば

へ

午

後

O
時
三
十
分
ま
で

ω

〉

(

石

川

電

報

電

話

局

長

〉

ん

一
寵
報
電
話
局
か
ら

お

知

ら

せ

‘ h 、• 、、、
昔、
司、
喝、
旬、、、
崎、
主、
喝、、、• 、、、
ミ

ー

、
喝、、、
司、
旬、
主、
司、、、
崎、
通、
宅、、、
崎、
司、
剤、、、
唱、、、
首
唱、

‘ 、喝、、、
崎、、、
ミ

ー

、• 、、、
司、
埼、
曜、、、
ミ

ー

、
唱、
唱、

-h 言、
司、、、
町

主、
喝、、、
司、、、
司、
h 、
亀、、、
司、
h 、
唱、、

昭和54年 5月1目

本
年
十
月
十
一
日
か
ら
二
十
日
ま
で

の
十
日
間
、
全
国
防
犯
運
動
が
実
施
さ

れ
る
予
定
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
運
動
を
効
果
的
に
す
る
た
め
次

に
よ
り
防
犯
標
語
を
募
集
い
た
し
ま
す

の
で
多
数
応
募
さ
れ
る
よ
う
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。

一

、

主

催

警
察
庁
、
全
国
防
犯
協
会
連
合
会
、

県
警
察
本
部
、
県
防
犯
協
会
連
合
会

二
、
募
集
期
間

昭
和
五
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
五
月

三
十
一
日
ま
で
(
当
日
消
印
有
効
〉

三
、
募
集
テ

l
マ

ハ
円
、
空
巣
の
防
止

句
、
自
転
車
盗
の
訪
止

図
、
応
募
資
格

一
般
及
び
児
童
、
生
徒
の
方
で
、
年

金
、
性
別
は
聞
い
ま
せ
ん
。

No. 1 53 たまかわ

五
、
応
募
方
法

ハ
円
、
一
テ

i
マ
、
一
標
語
(
自
作
未

発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。
〉
を

書
い
て
く
だ
さ
い
。

枚
数
は
制
限
あ
り
ま
せ
ん
。
多
数

応
募
す
る
場
合
は
、
ハ
ガ
キ
大
の

厚
紙
を
用
い
一
括
送
付
し
て
も
結

福
島
市
杉
妻
町
二
番
二
ハ
号
、
県
警

察
本
部
防
犯
少
年
課
内
、
県
防
犯
協

会
連
合
会
事
務
局
、
電
話

O
二
四
五

つ
一
二
〉
二
一
五
一
内
線
二
五
一
八

七

、

審

査

応
募
作
品
は
、
県
防
犯
協
会
連
合
会

に
お
い
て
審
査
(
六
月
上
旬
の
子

構
で
す
0

0
、

一

般

の

方

は

d

住
所
、
氏
名

(
ふ
り
が
な
付
〉
年
令
、
職
業
を

児
童
、
生
徒
の
方
は
、
住
所
、
氏

名
ハ
ふ
り
が
な
付
〉
年
令
、
学
校

名
及
び
学
年
を
応
募
用
紙
ご
と
に

記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

六
、
送
り
先

定
〉
し
、

最
優
秀
作
品
(
計
四
点
)

に
つ
い
て
は
、
全
国
防
犯
協
会
連
合

会
に
送
付
さ
れ
、
更
に
審
査
を
受
け

ま
す
。

八

、

発

表

八
月
三
十
一
日
ま
で
入
選
者
に
通
知

し
ま
す
。

九
、
表

彰

。
県
表
彰
、

O
全
国
表
彰
を
次
の
区

分
に
よ
り
賞
状
及
び
賞
品
を
贈
り
ま

す
。

。
一
般
の
部

最
優
秀
作
品
一
レ
京
、
佳
作

。
児
童
、
生
徒
の
部

最
優
秀
作
品

一
点
、
佳
作

例

標テ

至宝玉 ー?
口口 、

ふ。
り:カ①
O しギ
まか

がO しけ
よて

なO う

記載

職年氏住

所名A
W
 

業又
は
学
校
名
及
び
学
年 歳

く
わ
し
い
こ
と
は
石
川
警
察
署
防
犯

係
又
は
役
場
企
画
課
に
お
た
づ
ね
下
さ

、。

点占山

【一口医学3

老人結核を

防ぐために

結
核
に
感
染
し
て
も
、
発
病
す
る

人
は
十
人
に
一
人
ぐ
ら
い
。
あ
と
九

人
は
発
病
し
な
い
で
す
む
の
が
普
通

で
す
。
し
か
し
、
他
の
病
気
と
ち
が

っ
て
、
や
っ
か
い
な
の
は
、
い
つ
発

病
す
る
か
わ
か
ら
な
い
こ
と
で
す
。

確
か
に
多
く
の
場
合
、
感
染
し
て

か
ら
一
年
ぐ
ら
い
で
発
病
し
、
二
、

一
一
一
年
無
事
の
場
合
に
は
、
そ
の
後
ず

う
っ
と
無
事
の
こ
と
が
多
い
。
し
か

し
、
な
か
に
は
感
染
後
、
十
年
も
二

十
年
も
た
つ
て
か
ら
発
病
す
る
ケ
ー

ス
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

最
近
の
結
核
患
者
の
三
分
の
一
以

上
は
六
十
歳
以
上
の
高
年
令
者
で

す
。
こ
の
大
部
分
は
若
い
と
き
に
感

染
し
、
肺
の
中
で
眠
っ
て
い
た
結
核

菌
が
突
然
に
増
殖
を
始
め
、
老
人
結

核
と
し
て
発
病
し
て
き
た
も
の
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

何
十
年
も
健
康
で
働
い
て
来
た
の

だ
か
ら
、
今
に
な
っ
て
結
核
に
な
る

は
ず
が
な
い
と
思
っ
て
い
る
と
、
知

ら
な
い
う
ち
に
周
り
の
人
た
ち
に
結

核
を
感
染
さ
せ
て
し
ま
う
、
恐
ろ
し

い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
老
人
結
桶
を
防
ぐ
に
は
、
定

期
的
に
検
査
を
受
け
る
と
と
も
に
、

セ
キ
や
タ
ン
が
続
く
よ
う
な
ら
早
く

医
者
へ
行
く
こ
と
。
転
居
、
定
年
退

職
な
ど
、
環
境
の
変
化
が
き
っ
か
け

と
な
っ
て
発
病
す
る
こ
と
が
多
い
の

で
、
注
意
を
。

角~円.....，..，.、~-..-、，、，、，、~、J、.I'V'V'、，、
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主
婦
の
パ
i
ト
と
税
金

っ
て

違
い

1
ト
収

入
だ
け
の
場
合
は
二
十
万
円
以
下
で
あ

れ
ば
配
偶
者
控
除
が
受
付
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
を
年
収
に
な
お
す
と
七
十
万

(
月
平
均
五
万
八
千
三
百
円
〉
で
す
の

で
こ
の
額
以
下
で
あ
れ
ば
よ
い
わ
け
で

す。
と
こ
ろ
が
、
主
婦
の
パ

i
ト
収
入
が

も
っ
と
多
く
な
り
ま
す
と
、
パ
ー
ト
収

入
に
も
税
金
が
か
か
ち
ま
す
。
パ
ー
ト

収
入
と
税
金
の
関
係
は
左
の
図
の
よ
う

に
な
り
ま
す
。

年 収 配偶者控除が 所得税が~

70万円以下 受けられる かからない

70万円超
かからない受けられない

79万円以下

79万円超 受けられない かかる

領
収
書
や
契
約
書

と
印
紙
税

昭和54・55年度の新しい保健婦矯助員が次のとおり選
任され委嘱状の交付式が行なわれました。

辺

所住

i
 
i
 

eEa'' 

世帯主と
の続柄

昌康の妾

茂勝の妾

生年月詞

S 12.4.8 

名

円谷ウメ子

氏

坂本サタ子 I! " 12. 2 . 1 

"11. 4 .18 須藤ハルヨ

曲

冊
ご
と
の
よ
う
に
明
記
載
さ
れ
た
金
額
で

税
額
が
異
な
る
も
の
と
が
あ
り
ま
す
。

印
紙
税
は
、
文
書
を
作
っ
た
人
が
定

め
ら
れ
た
収
入
印
紙
を
そ
の
文
書
に
は

り
、
文
諮
問
と
時
紙
の
両
方
に
か
か
る
よ

う
に
消
印
し
て
納
め
ま
す
。

ま
た
、
収
入
印
紙
を
は
る
必
要
の
あ

る
文
書
に
①
収
入
印
紙
を
は
ら
な
か
っ

た
り
、
②
少
な
い
金
額
の
も
の
を
は
っ

て
い
た
と
き
、
③
消
印
を
し
な
か
っ
た

と
き
は
、
過
怠
税
金
取
低
五
百
円
〉
が

か
か
り
ま
す
。
な
お
、
印
紙
税
は
、
文

書
の
標
題
や
名
称
に
関
係
な
く
、
そ
の

内
容
で
判
新
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

生

崎

寺法山石

高

" 

中

" 

11 

" 

::It 
ifiJ' 

竜

妻

妾

妾

の

の

の

光

男

一

義

利

源

隆之の妻

文一郎の妻

哲夫の妻

義雄の妻

伝の妻

11 5 .11. 6 

η3.11.25 

1110.7.9 

T15. 6.20 

"5.10.15 

S 16.4.28 

/117.11.19 

I! 11. 6. 6 

ス

事国千枝

王手由美智子

子

キ

ツ子

三乙

ツサ

サ

ヤ

フ

吹

τゴ 亡と
一一 口

駒木根

小針カ

-::1= 
ロ

山

田

矢

す
の
で
、
お
分
か
り
に
な
ら
な
い
点
は

遠
慮
な
く
最
寄
り
の
税
務
署
や
税
務
相

談
室
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

伯

台

国

税

馬

税

務

署

日
本
画
教
室
生
募
集

公
民
館
で
は
、
矢
吹
町
の
熊
田
桜
麗

先
生
(
院
展
入
選
画
家
〉
を
講
師
に
迎

え
、
花
や
木
、
鳥
な
ど
の
題
材
を
、
初

め
て
の
者
で
も
簡
単
に
楽
し
く
描
く
こ

崎

南須釜

" 
" 

1/ 

11 

11 

" 

" 

議
]

和栄の妻

春雄の妻

仙治の妾

関昭の妻

貞二の妻

好利の妻

妾

一

安

委

妻

妻

妾

妻

妾

の

の

の

の

の

の

の

の

作

文

次

三

一

一

局

志

一

長

吉

綾

友

源

兼

嘉

貞

弘の

11 8.7 . 9 

I! 16.6.18 

1115.8.4 

S 16. 5 .10 

" 9 . 9 .16 

"25.3.25 

/113.11.20 

T15.1.21 

1111.2.7 

子

子

代

ヨ

子

子シ

子

子

子

恭

光

菊

グ

慶

和

功

慧

大野ヨ

石井フ

竹

林

林

楽

林

原

大

縫

相

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
日
本
画
教
室

を
次
の
よ
う
に
開
き
ま
す
の
で
希
望
者

は
中
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

記

一
、
開
設
期
間
及
び
時
間

六
月
か
ら
毎
月
二
回
第
二
、
四
火
曜

E
午
後
一
時
半
J
四
時

(
第
一
一
回
は
六
月
十
二
日
〉

二

、

場

所

玉
川
村
就
業
改
諮
問
セ
ン
タ
ー

一
一
一
、
対
象
者

村
内
に
住
む
一
般
男
女

目

、

受

講

料

無

料

五
、
申
込
方
法

五
月
三
十
一
自
ま
で
玉
川
村
公
民
館

へ。草野ユキヱ

万て

矢吹ヒサヨ

太和田

" 
北須釜

11 

三三新保健婦補助員決るこT三計百EPtuh
任、委約紙 紙りいた
j状ま任書税 税しろち
なた状、が がてなは
ど、な手か かい支
の印ど形か かま蓄毎iよ紙い、る るすを日
う税ろ商文 もが作の
に額い品蓄 の、つ生
ーもろ券は 本こた活
!遇頚な、、 毛のりの
又金種預領 、な、な
は証類金収 りかもか
一書が証書 まにらで

1/4.7.8 

" 7 .7.25 

" 11. 9 .28 

チ

子重

木

野

鈴

11 

士
ロ

11 12.10.18 

I! 6 . 5 .14 

子恵形

11 

山小農

11 7 ..9.2 

η13.5.27 

トミ子

矢吹節

我妻住美恵

渡辺ト

子

1/ 118.8.2 

四辻新田

11 

金一の妻

久二の妻

T15. 1.16 

S 7 . 7 .10 

子

石井スサノ
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村
で
は
、
消
防
機
動
力
の
整
備
強
化

を
は
か
る
た
め
、
小
型
動
力
ポ
ン
プ
積

昭和54年5月1日No. 153 かわたま広報

静
立
派
に
完
成
し
た
積
載
車
置
場

.....J.:!よ'，.:¥;1 

. ...温1fT.-"';.-'-"，

議
寧
を
年
次
計
画
に
よ
り
配
備
し
て
麿

り
ま
し
た
が
~
去
る
三
月
三
十
日
、
未

配
置
の
蒜
生
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